
『家畜ふん尿由来⽔素』を核としたESTモデル事業

SHIKAOI
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2023.3.15

⿅追町⻑ 喜井 知⼰



・ 地 形 ⼤雪⼭東⼭麓 標⾼２００〜３００ｍ
東⻄１７．７ｋｍ 南北３９．８ｋｍ
⼗勝管内の純農村地帯

・ 気 候 年平均気温６．１℃（夏１７℃、冬−１２℃）
降⽔量９３２ｍｍ

・ ⼈ ⼝ 約５，０９6⼈（令和５年8⽉末時点）
・ 産 業 １次産業⼈⼝ ３５％

２次産業⼈⼝ ８％
３次産業⼈⼝ ５７％
極端に２次産業が少ない構成

・ 農 業 （令和４年実績）
農業産出額 約２３８億円
畑作２４％ 酪農・畜産７６％
乳⽜２１，０００頭
⾁⽜１０，０００頭（乳雄及びＦ１）

・ 主要作物 ⽜乳、⽜⾁、ビート、⾺鈴薯、⾖類、
⼩⻨、飼料作物、キャベツ、ｱｽﾌﾟﾗｶﾞｽ、そば

・ その他産業
然別湖を核とした観光産業
ファームイン等
観光客⼊込数 約７８万⼈
⾃衛隊駐屯地（陸上⾃衛隊第５戦⾞隊）

⿅追町の紹介



「 北 海 道 ⽯ 」
⿅追町から新種の鉱物が承認・登録



⿅追町は、令和3年3⽉12⽇に開催された⿅追町議会定例会において、⼗勝で初めて、
「バイオガスプラントを核とした⿅追型ゼロカーボンシティ」に挑戦することを宣⾔
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令和3年3⽉12⽇ 第1回⿅追町議会定例会
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集中型バイオガスプラントとしてのFIT接続は国内第1号
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⿅追町環境保全センター⿅追町環境保全センター
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バイオガスプラント余剰熱活⽤事業（ハウス野菜・マンゴーなど）

東京百貨店で販売された⿅追産マンゴー 国際交流センター平成館で提供されているマンゴーパンナコッタ⿅追産⽣鮮野菜・加⼯品セット（ふるさと納税返礼品）

⽠幕バイオガスプラントの余剰熱活⽤ビニールハウス内 2021年撮影_たわわに実った⿅追産マンゴー道の駅などで提供されている⿅追産⽣鮮野菜
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<チョウザメの試⾷> <試験的に加⼯したキャビア>

<成⿂>

バイオガスプラント余剰熱活⽤事業（チョウザメ養殖事業）

<稚⿂>
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道内唯⼀の定置式⽔素ステーション

⽔素燃料電池⾞のみ
「中古⾞」を対象とした町
独⾃補助(2022年10⽉~）

現時点、町内で【22台】導⼊
（⿅追町10台・⺠間事業者9台・個⼈3台）

2015年から環境省実証事業が本町で開始され、FCEVやFCフォークリフトの運⽤等の
⽔素供給により、⽔素を安定して「つくる・はこぶ・つかう」ことを証明。実証の成
功を踏まえ、2022年より町と⺠間企業が連携し⽔素サプライ事業を商⽤化。

“国内初”家畜ふん尿を活⽤した⽔素事業

家畜ふん尿由来⽔素を活⽤した「クルマ社会」での⾯的な脱炭素化
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トヨタ⾃動⾞が⿅追町内にて
【FCEV⼩型トラック・コースターの⾛⾏試験を実施】

2023.0926



■令和４年５⽉２８⽇ しかおい⽔素ファーム 開所セレモニー開催
https://www.youtube.com/watch?v=MsdRpGGpmh4
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それでは、開所セレモニーの動画をご覧ください。



しかおい⾃営線ネットワーク（⾃営線マイクログリッド）
再エネの最⼤導⼊、最⼤活⽤を⽬的とした熱と電気のネットワーク
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「環境のまちしかおい」として、エネルギーの
地産地消による地球温暖化対策を進めたい。

避難所指定されている公共施設に災害時でも電気を
供給し、業務が継続できるようにしたい。

 FIT売電期間の終了するバイオガスプラントのエネ
ルギーの受け⽫を構築したい。

⻑年活⽤が出来なかった、遊休地(旧墓地）の有効
活⽤を図りたい。

町上位計画に基づくCO2排出量削減と⾏政運営
に係るBCP機能向上を⽬的に、公共施設群が集
中するエリアを対象として、電気・熱に係る⾃
⽴・分散型エネルギーシステムを導⼊すると共
に、⼀括受電により連係させ、再エネの最⼤活
⽤を推進する。

事業エリア全景

背景 ⽬的

系統制約地域

地域課題×先駆的再エネ活用システム
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 太陽光発電設備（440kW）の設置による町内の未利⽤遊休地の有効活⽤
 独⾃の配電線（⾃営線）の設置による公共施設群（9施設）の電⼒供給ネットワークを構築

個別施設では難しい中規模太陽光発電の需要を創出（再エネ導⼊の最⼤化）し、
系統制約のある地域における再⽣可能エネルギーの導⼊の道筋をつけられた

■受賞実績
令和4年度 新エネ⼤賞 財団エネルギー会⻑賞
令和3年度 北国の省エネ・新エネ⼤賞 ⼤賞

逆潮流
なし
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地中熱HP（空・水冷HP）

BCP対応システムの電力供給元となる
太陽光発電所

電気・熱活用システムの熱供給元となる
エネルギー棟

EVＰＨEV

CEMS画⾯
【⻘＝使⽤電⼒ オレンジ＝発電電⼒】

太陽光発電を抑制している状態

⾃営線余剰電⼒をＥＶ充電に活⽤
【環境性・経済性の追求】
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“ライフスタイルの変容”に焦点を当てた新たなProject.
SHIKAOI“Zero Carbon+”Project

<脱炭素×健康増進×経費削減>

公⽤⾃転⾞16台を配備
R3_CO2排出削減実績：182kg

職員に徒歩・⾃転⾞通勤を推奨
R3_CO2排出削減実績：7,013kg

「歩く、こぐProject」「Town Bike Project」

【7.2tのCO2排出削減を実現】
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R4年度10⽉~新たな町⺠向け補助⾦を創設
<FCV中古⾞導⼊に対する補助は国内初>

R4実績：51件実績 co2排出削減効果 10.6t（年間）） R4実績：FCV2台、PHEV1台実績
co2排出削減効果 5.5t（年間）



町⺠と共に学び、考え、⾏動する機会を創出

2022.8.5

Panasonic連携事業「親⼦で省エネ講座」

その他、⾏政区等に出前講座の実施中

「ジオパーク」「北海道環境財団」と連携した
ゼロカーボンセミナー

Panasonic連携事業
「親⼦で省エネ講座・

エネルギーの“創・蓄・省“とものづくり教室」

全世帯に省エネハンドブックを配布

エコドライブ&
省エネ⾏動を具

体的に促進!!

2,200世帯すべてに

<北海道経済産業局との連携>



【令和5年4⽉_環境省重点対策加速化事業に選定】
「全町⺠・全事業者を対象とした電気と熱の最⼤活⽤による⾯的な脱炭素を推進」

家庭⽤太陽光発電
7万円/kw

家庭⽤定置式蓄電池
1/3

【上限5万1千円/kwh】

家庭⽤ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ
2/3

事業者⽤太陽光発電
5万円/kw

家庭⽤太陽熱システム
2/3

事業者は対象外

事業者⽤定置式蓄電池
1/3

【上限6万3千円/kwh】
【315万円】

家庭⽤⾼効率給湯器
1/2

事業者⽤ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｼｽﾃﾑ
2/3

事業者⽤⾼効率給湯器
1/2 事業者は対象外

既存住宅断熱改修
1/3

上限120万円

※買換えのみ対象

※本補助⾦にて太陽光発電を
導⼊する場合のみ、申請可能。

※本補助⾦にて太陽光発電を
導⼊する場合のみ、申請可能。

※FIT,FIP売電不可

ｴｺｷｭｰﾄ、
ｴｺｼﾞｮｰｽﾞ、
ｴｺﾌｨｰﾙなど

※⾼性能建材（ガラス・窓・断熱材・⽞関ドア）

令和5年7月3日から受付を開始し、令和5年9月20日時点で、

「53,000千円（補助金ベース）」の交付申請を受付。【予算執行率：80％】
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さらに、

⾼断熱浴槽

⾼性能エアコン節⽔型トイレ ＬＥＤ（⼯事必須）

「⿅追町住まいのゼロカーボン化推進事業補助⾦」を創設。

開⼝部のみの省エネ改修 躯体のみの省エネ改修

北海道の「住まいのゼロカーボン化推進事業」を財源（1/2）とし、
あらゆるアプローチで、住まいのゼロカーボン化を推進します。



2022.4.26    
第１回脱炭素先⾏地域選定
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■役場周辺エリア;
ZEC（ゼロ・エネルギー・コミュニティ）の確⽴

〜マイクログリッドを最⼤化する「ZEC」の提唱と確⽴〜

〇⾃営線ネットワーク内施設の“ZEC”化（主要公共施設9+新道の駅1）
<⽔素燃料電池×太陽光×太陽熱×NearlyZEB改修 ×バイオ電⼒>

〇公⽤⾞の脱炭素化
<RE100EV×FCEV(町内で22台導⼊済）×FCバス>

脱炭素先⾏地域実現Project ■然別湖エリア;
Zero Carbon Park化

~環境価値の向上による観光復興×⾃然保護・活⽤〜

〇既存ホテルの省Co2×RE100
<太陽光×温泉熱×断熱改修×バイオ電⼒>
〇休業ホテルのZEB再建×RE100
<太陽光×温泉熱×断熱改修×バイオ電⼒>
〇キャンプサイトでのFCEV活⽤■⽠幕エリア;

Zero Carbon教育・交流拠点の創出
〜⾃然体験×脱炭素教育、移住・定住・関係⼈⼝創出~

〇新⾃然体験留学センター（NearlyZEB）
〇エリアにある全コミュニティ施設（8施設）のRE100
<太陽光×太陽熱×メタンガスコジェネ×⾃営線×バイオ電⼒>

ポテンシャルを踏まえた、
再エネ最⼤導⼊

<3基⽬バイオガスプラントの整備>
1
0

■⽠幕エリア

■然別湖エリア

■役場周辺エリア

多様なエネルギーの循環とレジリエンス強化,
環境価値の向上による
地⽅創⽣モデル「MIRAI COUNTRY」の提唱

3基⽬バイオ
【候補地検討中】

1基⽬バイオ

2基⽬バイオ

地域新電⼒会社を設⽴し、
バイオガスプラント（1~3）で発電した電⼒
を⿅追町内の全需要家に供給を
⽬指す。（前段として、323の全公共施設
に電⼒を供給）

□エネルギー供給エリア;
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事業内容対象施設役場周辺エリア
の課題

・ZEB改修
・⽔素燃料電池の導⼊
・太陽熱の導⼊
・太陽光発電の導⼊
・蓄電池の導⼊
・EVステーション設置
（役場・道の駅）
・脱炭素⾞両の導⼊
（EV,PHEV,FCバス）
・V2L・V2H導⼊
（FCEVなど、脱炭素⾞両を活⽤）
・CEMSの改修
・冷暖房機器の電気ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ化

①役場
②町⺠ﾎｰﾙ
③神⽥⽇勝記念美術館
④ﾄﾘﾑｾﾝﾀｰ
⑤温⽔ﾌﾟｰﾙ
⑥みないる
⑦こども園
⑧⼩学校
⑨病院
⑩新道の駅
（ｾﾞﾛｶ-ﾎﾞﾝｽﾃｰｼｮﾝ）

・平成初期に建
設した公共施設
群の⻑寿命化修
繕
・既存の太陽光
発電が発電しな
い時間等の購⼊
電⼒対策
・道の駅の再編
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事業内容対象施設⽠幕エリアの課題
・NearlyZEB（新設）
・メタンコジェネの導⼊
・太陽熱の導⼊
・太陽光発電の導⼊
・蓄電池の導⼊
・⾃営線の導⼊
・V2Hの導⼊

①⾃然体験留学ｾﾝﾀｰ
②⽠幕⼩学校
③⽠幕保育所
④夢創造館
⑤ｳﾘﾏｯｸﾎｰﾙ
⑥道の駅うりまく
⑦ﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾊﾟｰｸ
⑧⽠幕中学校

・⾃然体験留学セン
ターの建替え（約築
50年）
・ﾜｰｹｰｼｮﾝ、ﾃﾚﾜｰｸに対
応した新施設
・卒FIT太陽光発電の
利活⽤（⼩学校にあ
り）

事業内容対象施設然別湖エリアの課題
・休業ホテルのZEB化再建
・既存ホテルの省エネ改修
・温泉熱ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟの導⼊
・V2Hの導⼊
・ゼロカーボンパーク化

①休業ホテル
②既存ホテル
③ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ
④北岸野営場

・休業ホテルの再建
・新型コロナウイルス
からの観光復興事業内容対象施設エネルギー供給

エリアの課題
・３基⽬バイオガスプラ
ントの新設（1,500kw）
・地域新電⼒会社の設⽴
・バイオメタン精製・圧
縮設備導⼊

①３基⽬BGP
②中⿅追BGP
③⽠幕BGP

・バイオガスプラン
トFIT電⼒の活⽤
・卒FITを⾒据えた新
たな展開

【地⽅創⽣＝課題解決】
脱炭素先⾏地域実現Project

事業内容対象施設その他の公共施設群
エリアの課題

設⽴する地域新電⼒会社
から、本町のバイオガス
プラントで発電された電
⼒を購⼊

全公共施設
（323施設）

・使⽤している電⼒
に環境価値がない



⾞利⽤
（北海道課題）

熱利⽤
（北海道課題）電気利⽤資源地域特性

バイオガス（CNG）⾃動⾞
（導⼊済）

バイオガス発電
コジェネ

家畜糞尿
⽣ごみ・

下⽔道汚泥

「農業王国⼗
勝」
酪農が盛ん

⽔素⾃動⾞（22台導⼊済）
⽔素バス・⼩型トラック⽔素燃料電池

―メタンガス
コジェネ

電気⾃動⾞
（R4年度導⼊済）

※⾃営線NW余剰電⼒活⽤※太陽熱
集熱パネル

太陽光
発電太陽光

「⼗勝晴れ」
雪が少なく、
年間通して気
温が低い プラグインハイブリッド⾃動⾞

（R4,5年度導⼊済）
※⾃営線NW余剰電⼒活⽤※

―
地中熱ヒートポン
プ（こども園+
⾃営線NW）

―地中熱
（安定熱源）

冬季の厳しい
寒さ

―温泉熱
ヒートポンプ―源泉温泉地

―⾃営線ネットワーク
※電気ヒートポンプとの連携による熱利⽤

その他、
これまでの知
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地域特性を⽣かした多様なエネルギー,レジリエンス強化特⻑



代表統括者
町⻑

事務統括者
副町⻑

統括事務局
企画課⻑（補助事業事務関係）・建設⽔道課⻑（⼯事関係）・総務課財政担当課⻑（予算・計画関係）

（庶務：企画課企画係ICT・エネルギー担当）

ゼロカーボンパーク事務局
商⼯観光課⻑

留学センター新設事務局
⽠幕⽀所⻑

ゼロカーボン交通事務局
企画課⻑

新電⼒会社設⽴事務局
企画課⻑

ZEC化事務局
社会教育課⻑

脱炭素先⾏地域PT

・社会教育課
（町⺠ﾎｰﾙ・神
⽥⽇勝・ﾌﾟｰﾙ）
・保健福祉課
（トリムセン
ター）
・学校教育課
（⼩学校）
・商⼯観光課
（道の駅）
・総務課財政担
当課（計画）
・総務課
・消防署
・病院
・⼦育て⽀援課
・建設⽔道課

・農業振興課環境保
全センター担当課

・総務課財政担当課

第3BGP新設事務局
農業振興課環境保全センター

担当課⻑

・ジオパーク推進課・農業振興課
・農業委員会
・総務課財政担当課

・学校教育課
・企画課
・⼦育て⽀援課

・建設⽔道課
・総務課財政担

当課
・町⺠課

【⿅追町・JA・商⼯会・観光協会・⼀
般町⺠・北海道拓殖バス株式会社・⼀
般社団法⼈帯広⻘年会議所・北海道電
⼒ネットワーク株式会社・⿅島建設株
式会社・環境省北海道地⽅環境事務
所・⼗勝総合振興局保健環境部・帯広
信⽤⾦庫・国⼟交通省帯広開発建設
部・北海道⼤学】

⿅追町議会

⿅追町ゼロカーボンシティ推進協議会

相互連携情報共有

連携企業：・⿅島建設株式会社（地域スマートソサエティ連携協定を締結）
・株式会社VOREAS
（脱炭素を核とした地⽅創⽣の実現に関する連携協定を締結）
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表1 ⿅追町のCO2排出⽬標

図1 ⿅追町のCO2排出量の将来推計

⿅追町は、カーボンニュートラルの先、
［カーボンマイナス］を追求する。

出典：⿅追町ゼロカーボンシティ推進戦略（R3年度策定）
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中⿅追バイオガスプラント
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2050年までに⽬指す⿅追型ゼロカーボンシティの姿【MIRAI COUNTRY】
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ご清聴頂きましてありがとうございました。
“⿅追町は「企業版ふるさと納税」を募集しています。”


